
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～「月根尾」とは、学校のある地域の古名「突根尾原」に由来する地名です～ 

 

今年も飯南町に関わる１４の企業や団体が参加

してくださり、生徒は興味のある４つのブースの

話を聞きました。途中からは頓原中学校２年生の

参加、オンラインで赤来中学校２年生の参加があ

り、中高連携の取り組みとなりました。 

各ブースでは、企業説明や業務内容に加え、資

格の有無やコロナ禍での影響、この地域だからこ

そできる魅力など、幅広く話があり、生徒からの

質問にも丁寧に答えてくださいました。 

また、今回は飯南高校卒業生がたくさんのブー

スで説明者として参加してくれており、高校卒業

後の進路やどうやって今の職場に就いたのか等も

話してくれました。頼もしさを感じると共に、在

校生が先輩の話からそれぞれに何かを感じとって

いて、とても良い刺激を受けることができました。 

生徒からは、「コミュニケーション能力の大切さ

を実感した。これからの学校生活の中で表情や言

葉を意識していきたい。」「同じ職場の方３人とも

【仕事で心がけていること】が違ったが、一人一人

の意見に納得した。それぞれの働き方があったの

で、その職場の一人一人が違う考え方を持ち、自分

らしく働いていて、その自分らしさが飯南町を支

えていると思った。」「自分も将来、何らかの形で飯

南町に貢献できるように頑張りたい。」「飯南町の

方々を支えたい、飯南町を盛り上げたいという気

持ちは一緒で、そのことをやりがいとして働いて

おられると聞いて、安心して暮らせる町だと感じ

た。」「将来、自信やほこりを持てる仕事を見つけて

いきたいと感じた。」「【働くこと】についてもう一

度しっかりと考えていきたい。」などの感想があり

ました。仕事内容や雰囲気がイメージと違ったと

書いている生徒が多く、その職場や職業を内面か

ら理解する貴重な時間となりました。 

様々なブースで高校のうちから意識してほしい

こともお聞きしたので、自分事として取り組んで

くれることを期待しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校は今年度、自転車マナーアップモデル校に指

定されています。その一環として、スタントマンの

方々による危険な自転車走行に伴う交通事故を実

演する「自転車交通安全教室」を行いました。 

この事業はＪＡ共済が警察と連携し、交通事故を

一つでも少なくするための啓発活動の一つとして

取り組んでおられます。今回は、スタントマンが自

転車事故を再現することで、交通事故の恐さと共に

安全な自転車利用の必要性を伝えてくださいまし

た。自転車の並進走行、右側走行など、ついついや

ってしまいがちな小さなルール違反が積み重なっ

て大きな事故に繋がるという、様々な場面の実演を

通して学び、注意点を確認しました。 

今年度もオンラインで開催され、飯南町内の小中

高の児童生徒が参加し、それぞれの学校が今年度、

地域の課題解決型学習でやってきた内容を発表し

ました。 

本校からは３年１組の生命地域学の授業で半年

間かけて行ってきた「課題研究」の中から、代表で

６班の生徒（倉橋奈々さん、戸田光海さん、藤原翔

大さん）が発表しました。 

テーマは【ジビエ料理を特産品に！】です。ジビ

エ（いのしし肉）の知名度をあげることや偏見をな

くすことを課題としてあげ、それらを解決するため

にジビエを使った商品を考案し、イベントの開催な

ども考えていることを発表しました。オンラインで

の発表に緊張しながらも、最後まで堂々と発表して

いました。また、発表後には町内の中学生と本校の

２年２組の生徒から質問が挙がり、一つ一つ丁寧に

答えていました。 

生徒は、どんな乗り方が間違っているのか、どう

したら防げるのかを考えながら見学しました。 

大型車の大きな死角やトラックの内輪差の危険

性も、実際に見ながら理解することができました。

様々な事故の再現を見る中で、自転車に乗っている

人が危険予測をすることも大切だと分かりました。 

 

 

 

 

 

 

安全教室の中で、「自転車走行は、被害者だけで

なく、加害者になる可能性もある。一歩間違えると

人生を変えてしまうほどのリスクが潜んでいる。そ

れを忘れないように責任を持ってハンドルを握っ

てください。」と伝えられました。加害者にも被害

者にもならないために、自転車のマナーアップを学

校全体で意識していきたいと思います。 

【会 長】上田 詩乃 

【副会長】小野田花菜 

     青木  航 

【議 長】藤原 優雅 

     田部 柚季 

【書 記】桐原 涼輔 

     森山 智望 

【会 計】奥野 美桜 

     稲田 七星 

【役 員】藤原 光基 

     景山 栞吏 

この度、新生徒会長になりました、 

２年２組の上田詩乃です。 

私は、「誰もが過ごしやすい学校」をつくること

を目標に、様々な活動を行っていこうと思います。

生徒の意見を取り入れるために意見用紙の配付、

生命地域ラボとのコラボ、他校生との交流、部活

動のＰＶ作成など、生徒も参加できるような活動

を取り入れていこうと考えています。新たな活動

を取り入れ、飯南高校生が積極的に地域に出てい

き、活性化していけたらと思います。 

まだまだ分からないこともありますが、全校生

徒が楽しく、過ごしやすい飯南高校にしていける

ように精一杯頑張ります。 

２年２組の生徒は、小中学生の発表に対しても良か

ったところ、疑問点についてまとめ、発言しました。 

意見交換後、自分達にできることとして、「地域の

ために積極的に行事や地域活動、ボランティアに参加

していきたい」と感じた生徒が多かったようです。飯

南町の良さや課題を様々な視点から感じることがで

き、聞き手としても充実した時間となりました。 

物
語
に
出
て
く
る
料
理
を
調
理
し
、
試
食
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
物
語
の
一
場
面
を
体
感
し
、

図
書
へ
の
興
味
を
高
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。 

は
じ
め
に
、
図
書
館
司
書
の
河
野
さ
ん
か
ら

「
あ
ん
」
（
ポ
プ
ラ
社:

ド
リ
ア
ン
助
川
著
）
の

物
語
に
出
て
く
る
登
場
人
物
や
み
ど
こ
ろ
の
紹

介
、
一
部
朗
読
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
調
理
開
始
で
す
！
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

ミ
ッ
ク
ス
を
使
っ
て
の
生
地
作
り
で
は
、
手
軽

で
す
が
焼
き
色
が
き
れ
い
で
し
っ
と
り
と
し
た

皮
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
生
徒
は
様
々
な
形

で
皮
を
作
り
、
思
い
思
い
に
あ
ん
や
ホ
イ
ッ
プ

を
挟
ん
で
い
ま
し
た
。
完
成
し
た
ど
ら
焼
き
は
、

「
お
い
し
い
♪
」
と
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。 

今
後
も
様
々
な
本
に
触
れ
、
感
じ
た
り
体
験

し
た
り
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

今
回
初
め
て
図
書
館
で
報
道
部
に
よ
る
朗
読
劇

を
上
演
し
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
生
徒
に
本
に
親

し
み
を
も
っ
て
も
ら
い
、
想
像
を
膨
ら
ま
せ
て
ほ

し
い
と
い
う
気
持
ち
か
ら
生
ま
れ
た
企
画
で
す
。 

朗
読
劇
を
上
演
す
る
た
め
、
報
道
部
は
原
作
選

び
か
ら
効
果
音
ま
で
こ
だ
わ
り
、
劇
を
作
り
上
げ

ま
し
た
。
脚
本
作
成
に
あ
た
り
、「
誰
も
が
知
っ
て

い
る
昔
話
で
驚
き
の
展
開
を
す
る
も
の
」
を
選
ぶ

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
上
演
す
る
こ
と
と
な
っ
た

演
目
は
、
芥
川
龍
之
介
著
作
の
「
桃
太
郎
」（
筑
摩

書
房
）
。
報
道
部
員
そ
れ
ぞ
れ
に
配
役
が
あ
り
熱
演

し
ま
し
た
。
ど
の
役
も
ピ
ッ
タ
リ
で
、
話
が
進
む
に

つ
れ
引
き
込
ま
れ
て
い
き
、
厳
選
さ
れ
た
効
果
音

が
物
語
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

「
桃
太
郎
」
を
鬼
側
の
視
点
で
読
ん
で
み
た
ら
、

異
な
っ
た
姿
の
「
桃
太
郎
」
が
見
え
て
き
ま
す
。
普

段
の
生
活
で
も
異
な
っ
た
視
点
に
目
を
向
け
る

と
、
ま
た
違
っ
た
も
の
が
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
昔
話
に
隠
さ
れ
た
教
訓
を
探
し
た
り
、
物
語
に

込
め
ら
れ
た
著
者
の
思
い
を
考
え
た
り
し
て
、
他

者
の
創
作
し
た
も
の
に
触
れ
る
こ
と
で
、
想
像
が

膨
ら
む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

こ
れ
か
ら
も
図
書
館
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
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１２月２６日（日）正午閉寮（～１／４正午） 

 １月１１日（火）始業式 

１４日（金）３年学年末試験（～１８日） 

１５日（土）大学入学共通テスト（～１６日） 

１９日（水）３年生家庭学習期間（～２／２５） 

         特別選抜及び推薦選抜 

         （生徒は特別休業日） 

２７日（木）３年生出校日① 

１年生地域医療学習 

１年生書道選択者の生徒が第６４回全国硬筆作品

展覧会に出品し、その中から大井理楽さんが日本書

道芸術連盟協議会賞を受賞しました！ 

第１５回中国高等学校新人テニス大会 

【女子ダブルス】１ペア出場 

１回戦 上田詩乃・安部千桜ペア ６－４ 倉敷青陵（岡山） 

２回戦 上田詩乃・安部千桜ペア ３－６ 広陵（広島）：第１

シード 

 

【女子シングルス】２名出場 

１回戦 安部千桜 ３－６ 鳥取城北（鳥取） 

 

１回戦 森山智望 ６－２ 清心女子（岡山） 

２回戦 森山智望 ０－６ 慶進（山口） 

少年野球教室 

本校グラウンドにて、飯南町スポーツ少年団『飯南ワイルド

ボアーズ』の小学生を対象に野球教室を実施しました。ウォー

ミングアップ、キャッチボールを一緒にしてから、守備とバッ

ティングを高校生が指導しました。参加した小学生は、「バッ

ティングについて教えてもらったことが印象に残りました。高

校生の打球はすごく速かったです。あんな打球を打てるように

これからも練習を頑張りたいです。」と話してくれました。 

野球部キャプテンの石田壮太さんは、「自分が小学生の頃を

思い出し、初心に帰ることができました。野球の技術を教える

ことは難しかったですが、小学生たちは素直に聞いてくれてよ

かったです。小学生の保護者の方々から、応援の声をたくさん

いただき、高校生にとっても貴重な時間になりました。」と熱

く語ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 学校だより月根尾１２月号 令和３年１２月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

島根県高等学校新人ハンドボール大会 

【１回戦】飯南 ３１－ ９ 松江高専 

【準決勝】飯南 ２９－１１ 松江工業 

【決 勝】飯南 １９－２９ 江津 


